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平
成
十
六
年
度
の
固
定
資
産
価

格
等
の
縦
覧
（
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
）
を
四
月
一
日
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。（
固
定
資
産
課

税
台
帳
は
閲
覧
扱
い
で
す
）

納
税
者
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を

示
す
委
任
状
が
必
要
で
す
。

と
き：

四
月
一
日
（
火
）
〜
五
月

三
十
一
日
（
月
）、
午
前
八
時
三

十
分
〜
午
後
五
時
（
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ：

税
務
課
資
産
税
係

●
地
価
の
下
落
の
あ
る
地
区
（
上

北
条
・
上
井
・
西
郷
・
上
灘
・
成

徳
・
明
倫
・
社
・
小
鴨
・
上
小
鴨

の
一
部
）
に
つ
い
て
価
格
の
修
正

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
価
格
に
不
服
が
あ
る
場

合
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

（
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

税
務
課
）
に
審
査
を
申
し
出
す
る

こ
と
の
で
き
る
期
間
は
、
納
税
通

知
書
を
受
け
取
っ
た
日
以
後
六
十

日
ま
で
で
す
。

●
納
税
者
は
、
縦
覧
期
間
中
に
限

り
、
所
有
以
外
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
、
こ
の
縦
覧
帳
簿
に
よ

り
縦
覧
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
所

有
資
産
が
、
土
地
又
は
家
屋
だ
け

の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
覧
帳

簿
し
か
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

借
地
・
借
家
人
等
に
つ
い
て
は
、

使
用
又
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部

分
（
証
明
す
る
書
類
が
必
要
）
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：
税
務
課

（
0
２
２
―
８
１
１
４
）

「
倉
吉
市
中
小
企
業
支
援
資
金
　

融
資
制
度
」
を
新
設

市
で
は
中
小
企
業
者
向
け
の
新

規
融
資
制
度
と
し
て
「
倉
吉
市
中

小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
」
を

創
設
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

長
期
運
転
資
金
や
季
節
的
に
短

期
運
転
資
金
が
必
要
な
方
は
、
取

扱
金
融
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

こ
れ
に
伴
い
倉
吉
市
中
小
企
業

経
営
安
定
化
資
金
及
び
倉
吉
市
夏

季
・
年
末
対
策
資
金
は
平
成
十
六

年
三
月
末
で
取
扱
い
を
終
了
し
ま

し
た
。

融
資
対
象
者：

中
小
企
業
信
用
保

険
法
の
対
象
と
な
る
方
で
、
市
内

で
一
年
以
上
の
事
業
実
績
を
有
す

る
中
小
企
業
者
の
方
。
た
だ
し
、

市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

融
資
限
度
額：

五
百
万
円

融
資
期
間：

二
年
以
内

融
資
利
率：

保
証
付
き
年
二
・

〇
％
、
保
証
な
し
年
二
・
三
％

信
用
保
証
料
率：

年
〇
・
八
％

資
金
使
途：

運
転
資
金

償
還
方
法：

期
日
一
括
償
還
又
は

毎
月
元
金
均
等
償
還
の
い
ず
れ

か
。

保
証
人
及
び
担
保：

金
融
機
関
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関
（
申
込
先
）：

山

陰
合
同
銀
行
・
鳥
取
銀
行
・
島
根

銀
行
・
倉
吉
信
用
金
庫
・
鳥
取
信

用
金
庫
・
鳥
取
中
央
農
業
協
同
組

合◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉
商
工
会

議
所
（
0
２
２
―
２
１
９
１
）
／

市
商
工
観
光
課
（
0
２
２
―
８
１

５
８
）

市　役　所　022－8111
水　道　局　026－1031
スポーツセンター 022－5674
倉吉博物館　022－4409
勤労青少年ホーム 023－4896
倉吉交流プラザ 047－1184

固
定
資
産
価
格
等
の
縦
覧

運
転
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る

中
小
企
業
者
の
方
へ

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
お
願
い

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
㈱
鳥
取
再
資
源
化
研
究
所
か
ら
、

倉
吉
市
内
の
家
庭
か
ら
収
集
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
層
の
徹
底
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
排
出
状
況
が
悪
い
場
合
取
り
残
し
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
付
、
ラ
ベ
ル
付
が
多
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
有
価
物
と
し
て
流
通
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
「
取
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
取
っ
て
」
と
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
「
必
ず

取
っ
て
」
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
し
ょ
う
油
・

焼
酎
な
ど
で
ラ
ベ
ル
が
の
り
付
け
の
も
の
は
、
可
燃
ご
み
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
シ
ャ
ン
プ
ー
、
洗
剤
、
油
の
ボ
ト
ル
や
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
あ
っ
て
も
油
等
の
ボ
ト
ル
は
可
燃
ご
み
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
び
ん
・
缶
・
不
燃
の
分
別
が
悪
い
。

一
月
か
ら
、「
び
ん
缶
類
」
が
「
び
ん
類
」、「
缶
類
」
に
な
り
、

「
不
燃
ご
み
」
を
含
め
収
集
す
る
週
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
分

別
し
日
程
に
し
た
が
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
び
ん
に
つ
い
て
は
、
不
燃
物
、
危
険
物
、
油
・
化
粧
品
・

薬
品
の
び
ん
（
不
燃
物
）
の
混
入
が
多
く
見
ら
れ
処
理
施
設
で
困

っ
て
い
ま
す
。

③
び
ん
類
・
缶
類
・
不
燃
ご
み
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。ビ

ニ
ー
ル
袋
は
、
処
理
機
に
絡
ま
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
バ
ラ

で
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ガ
ラ
ス
片
や
刃
物
な
ど
は
、
新
聞
や
厚
紙
で
包
ん
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

環
境
課
（
0
２
２
―
８
１
６
８
）

「せきがねかごかきレース」にタレントの柳沢慎吾さん出場！ 関金温泉で開催
される関金つつじ温泉まつりのメインイベント（かごかきレース）で、山陰中央テ
レビ『みんなの挑戦物語』の収録が行われます。そのほか温泉無料開放・スタンプ
ラリーほか、多数の催し物があります。ぜひお越しください。とき：４月18日(日)
午前10時～　湯命館スタート　※問い合わせ先：関金温泉観光協会（045-3737）
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対
象
事
業：

県
内
で
開
催
さ
れ
る

舞
台
芸
術
公
演
・
鑑
賞
公
演
・
芸

術
展
及
び
関
連
付
帯
事
業

主
催
者：
県
内
に
事
務
局
を
有
し

営
利
を
目
的
と
し
な
い
文
化
芸
術

団
体

公
演
実
施
時
期：

四
月
一
日
〜
平

成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

助
成
金
額：

三
十
万
円
以
内

対
象
経
費：

当
日
及
び
準
備
・
練

習
等
の
会
場
使
用
料
、
設
備
使
用

料
、
機
材
借
用
料
、
技
術
者
派
遣

料
、
会
場
設
営
委
託
料
、
外
部
の

専
門
家
へ
の
指
導
者
謝
金

審
査：

認
定
審
査
会
で
認
定
団
体

を
決
定

第
一
次
募
集
期
間：

四
月
二
十
五

日
（
日
）
必
着

第
二
次
募
集
期
間：

六
月
二
十
五

日
〜
七
月
三
十
一
日
（
予
定
）

◎
申
請
希
望
団
体
に
は
募
集
要
綱

を
送
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

財
団
法
人
鳥

取
県
文
化
振
興
財
団
　
文
化
育
成

係
（
0
０
８
５
７
―
２
１
―
８
７

０
０
）

現
在
架
空
請
求
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
は

ハ
ガ
キ
や
封
書
で
無
差
別
に
送
り

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
連
絡
先
が
携

帯
電
話
で
あ
る
こ
と
、
脅
し
の
よ

う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

当
日
に
入
金
を
要
求
す
る
こ
と
等

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
形
を
変

え
て
、
資
格
講
座
の
料
金
の
架
空

請
求
や
弁
護
士
の
名
を
語
っ
て
の

架
空
請
求
の
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
請
求
が
あ
っ
た
場

合
、
絶
対
に
連
絡
を
取
ら
な
い
よ

う
に
し
て
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
不
安
な
場
合
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

中
部
消
費
生
活
相
談
室
　

住
所：

駄
経
寺
町
二
一
二
番
地
五

（
倉
吉
未
来
中
心
一
階
）

電
話：

２
２
―
３
０
０
０

相
談
受
付
時
間：

午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
五
時
（
土
・
日
・
祝
日

休
み
）

＊
第
三
月
曜
日
は
電
話
相
談
の
み
　
　

長
年
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
福
井
洋
子
さ
ん
が
退

職
さ
れ
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日

付
け
で
、
新
た
に
戸
田
英
子
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
、
社
会
的
信
望
が
あ
り
、
行
政

運
営
の
改
善
に
熱
意
が
あ
る
民
間

有
識
者
の
中
か
ら
委
嘱
し
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
仕
事
は
、
行
政
に

対
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
窓
口
に

な
り
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
等
を
行

い
、
苦
情
な
ど
の
解
決
を
図
っ
て

い
く
こ
と
で
す
。

な
お
、
自
宅
の
ほ
か
毎
月
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
皆
様
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
本
市
の
行
政
相
談
委
員
】

中
林

な
か
ば
や
し

正
樹

ま
さ
き

さ
ん
（
上
神
）

0
２
２
―
８
３
２
４

戸
田

と

だ

英
子

え
い
こ

さ
ん（
福
庭
町
一
丁
目
）

0
２
６
―
３
３
０
７

※
問
い
合
わ
せ
先：

鳥
取
行
政
評

価
事
務
所
（
0
０
８
５
７
―
２
４

―
５
５
４
１
）

【
幹
部
候
補
生
コ
ー
ス
】

●
一
般
幹
部
候
補
生

文
系
又
は
理
工
系
か
ら
進
む
通

常
の
コ
ー
ス
で
、
海
・
空
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
要
員
及
び
陸
・
空
の
技
術

要
員
を
含
み
ま
す
。

●
海
上
技
術
幹
部
候
補
生

理
工
系
か
ら
進
む
コ
ー
ス
で
、

海
上
自
衛
隊
の
技
術
分
野
で
活
躍

す
る
技
術
要
員
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
限：

五
月
十
一
日

応
募
資
格：

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
二
十
二
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満

の
人

②
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、

二
十
八
歳
未
満
の
人

③
二
十
歳
以
上
二
十
二
歳
未
満
で

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
を
卒

業
（
見
込
み
を
含
む
。）
の
人

一
次
試
験：

五
月
二
十
二
日
（
土
）

及
び
二
十
三
日
（
日
）（
二
十
三

日
に
つ
い
て
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
要

員
の
み
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

市
総
務
課

（
0

２
２
―
８
１
６
２
）
／
自
衛

隊
倉
吉
募
集
事
務
所
（
0
２
６
―

２
９
０
０
）

新
し
い
行
政
相
談
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

福祉の店・ふらっぷ21 春のバザール
福祉の店「ふらっぷ21」に参加団体が大集合！オリジナル製品を一挙に販売します。ぜひお立ち寄りくだ

さい。当日は、かわいい紅白お餅プレゼント（先着300名様） とき：4月24日（土）午前10時～午後3時
ところ：福祉の店・ふらっぷ21（堺町2丁目） ※問い合わせ先：福祉の店・ふらっぷ21（023-5354）

鳥
取
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

架
空
請
求
に
ご
注
意
を

芸
術
公
演
・
芸
術
展
の

開
催
に
助
成

白
壁
土
蔵
群
復
興
支
援
と
し
て

四
千
八
百
五
十
円
＝
駄
経
寺
町：

倉
吉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

教
育
振
興
基
金
と
し
て

三
十
万
円
＝
幸
町：

石
谷
幸
子
さ

ん

がけ地の崩壊、土石流、雪崩、地すべり、津波、高潮、
出水等により、住民の生命に危険を及ぼすおそれのある地
域内に建っている危険住宅を安全な場所に移転するため、
国と地方公共団体が移転者に危険住宅の除去等に要する経
費に対して補助金を交付する制度です。
危険住宅とは：災害危険区域又は建築を制限している区域

内にある住宅もしくは土砂災害特別警戒区
域内にある住宅等を言います。

※問い合わせ先：建築課（022-8175）

危険住宅移転事業のご活用を

危険住宅 除　去 移　転

補助金
市・町・村…補助金1/4

県……………補助金1/4

国……………補助金1/2

新しい

住宅

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
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倉
吉
健
康
農
園
（
大
谷
）
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者：
市
内
在
住
の
非
農
家
の

方募
集
期
限：

四
月
二
十
六
日
（
月
）

募
集
区
画

第
一
農
園

約
六
十
六
㎡
／
四
区
画

約
三
十
三
㎡
／
一
区
画

第
二
農
園

約
六
十
六
㎡
／
二
区
画

約
三
十
三
㎡
／
三
区
画

第
三
農
園

約
三
十
三
㎡
／
五
区
画

第
四
農
園

約
六
十
六
㎡
／
八
区
画

利
用
料
金

約
六
十
六
㎡
＝
年
間
五
千
円

約
三
十
三
㎡
＝
年
間
二
千
五
百
円

◎
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

農
林

課
（
0
２
２
―
８
１
５
７
）

五
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

す
。ダ

ン
ス
や
ク
ラ
フ
ト
、
伝
承
遊

び
な
ど
自
分
の
興
味
に
合
わ
せ
て

楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き：

五
月
〜
一
月
、
毎
週
土
曜

日
、
午
後
一
時
〜
三
時
（
九
月
は

除
く
）

と
こ
ろ：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
　

第
一
研
修
室

五
月
一
日
の
内
容

「
あ
そ
び
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

未
来
中
心
探
検
隊
（
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
ほ
か
）

対
象
者：

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。（
当
日
受
付
）

参
加
費：
無
料

※
問
い
合
わ
せ
先：

生
涯
学
習
課

（
0
４
７
―
１
１
８
２
﹇
月
曜
休

館
﹈
）

毎
回
好
評
の
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
、
今
回
は
三
朝
町
の
天
神
川

沿
い
で
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
散
策
し
な
が
ら
春
の

野
草
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
味

わ
っ
て
み
ま
す
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
感

覚
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き：

四
月
二
十
四
日
（
土
）
午

前
九
時
三
十
分
〜

と
こ
ろ：

三
朝
町
牧
　
桜
つ
づ
み

中
の
島
公
園
（
国
道
一
七
九
号
沿

い
）
現
地
集
合

参
加
費：

無
料

◎
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉
博
物
館

（
0
２
２
―
４
４
０
９
）

と
き：

五
月
二
十
二
日
（
土
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

と
こ
ろ：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

視
聴
覚
ホ
ー
ル

講
演：

「
発
掘
報
道
の
現
場
か
ら
」

講
師：

関
口
和
哉
さ
ん

（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
記
者
）

調
査
結
果
の
紹
介：

大
御
堂
廃
寺

跡
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
七
つ
の

遺
跡
の
調
査
成
果
を
調
査
担
当
者

が
や
さ
し
く
説
明
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

文
化
財
課

（
0
２
２
―
４
４
１
９
）

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
中
心
と
し
た
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
お

申
込
く
だ
さ
い
。

と
き：

五
月
十
三
・
二
十
七
日
、

六
月
十
・
二
十
四
日
、
七
月
八
日
。

計
五
回
、
午
前
九
時
三
十
分
〜
十

一
時
三
十
分

と
こ
ろ：

倉
吉
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷
内
）

対
象
者：

継
続
し
て
参
加
の
で
き

る
運
動
可
能
な
方

募
集
人
数：

先
着
二
十
人
程
度
　

申
込
締
切：

四
月
三
十
日
（
金
）

内
容：

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
運
動

準
備
す
る
物：

身
体
を
動
か
し
や

す
い
服
装
、
お
茶
等

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿

社
会
課
保
健
係
（
0
２
２
―
８
１

７
３
）

ペット動物をめぐるトラブルや苦情が増えています。

飼い主は、ペットが人に危害を加えたり、近隣に迷惑をかけない

ように十分な心配りをし、最後まで責任を持って飼育しましょう。

★犬の放し飼いはやめましょう。

★犬を制御できる人が綱を引き、首輪が抜けないように点検しまし

ょう。

★犬を散歩させるときは、必ずふんの後始末をしましょう。

★飼い犬の種類、健康状態等に応じて適正に運動させましょう。

★鳴声、排泄のしつけはきちんとしましょう。

★猫は首輪をつけるなど、自分の飼い猫であることを明らかにしま

しょう。

★猫は放し飼いが多く、気が付かないところで他人に迷惑を掛ける

ことがあるので、専用トイレ等のしつけをしましょう。

※問い合わせ先：環境課（022-8168）

倉
吉
健
康
農
園
利
用
者
を
募
集

『
た
の
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』

講
座
に
ご
参
加
を

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
催

「
と
っ
と
り
発
掘
最
前
線
」
に
ご
参
加
を

し
あ
わ
せ
健
康
づ
く
り
教
室
に

ご
参
加
を

博
物
館
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

「
春
を
食
べ
る
」
に
ご
参
加
を

成分献血にご協力を
と　き：4月21日（水）午前9時～正午
ところ：福祉保健局　駐車場（中部総合事務所隣）
と　き：4月21日（水）午後1時30分～4時30分
ところ：倉吉市役所　駐車場
◎事前に申し込みが必要です。4月19日（月）まで
にご連絡ください。
※申込・問い合わせ先
市長寿社会課保健係（022-8173）
福祉保健局　健康支援課（023-3144）

犬・猫の飼育は飼い主の責任です

自然は大切なともだち　こどもたちの絵画展
とき：4月30日（金）～5月2日（日）午前10時～午後5時　ところ：倉吉未来中心アトリウム　
※問い合わせ先：国際ソロプチミスト倉吉 環境プロジェクト実行委員長 尾崎（026-1321）




